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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
概
念
は

2005
年
に
日
本
内
科
学
会
な
ど
関
連
す
る
８
つ

の
学
会
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
か
ら

発
表
し
た
新
し
い
病
気
の
考
え
方
で
、内
臓
脂

肪
の
蓄
積
を
原
因
と
し
て
糖
尿
病
、
脂
質
異

常
、
高
血
圧
と
い
う
生
活
習
慣
病
が
重
な
り

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
危
険
が
高
い
状
態
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。私
が
そ
の
委
員
会
の
代
表

を
務
め
ま
し
た
が
、発
表
当
初
か
ら
病
気
の
名

前
が
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
カ
タ
カ
ナ
で
あ
っ
た

こ
と
や
、診
断
基
準
の
必
須
項
目
に
、ウ
エ
ス
ト

周
囲
径
を
採
用
し
た
た
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が一

斉
に
賛
否
両
論
の
報
道
を
し
、
中
に
は
、
で
た

ら
め
な
診
断
基
準
で
あ
る
と
か
、欧
米
の
考
え

方
と
違
う
と
か
、
大
変
な
バッ
シ
ン
グ
も
受
け

ま
し
た
。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
騒
ぎ
の
お
陰

で
、少
な
く
と
も
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
略
し
た
メ
タ
ボ
と
い
う
名
前
や
、ま
た
ウ
エ
ス

ト
が
大
き
い
と
生
活
習
慣
病
と
つ
な
が
る
の
だ

と
い
う
認
識
は
驚
く
ほ
ど
の
速
さ
で
全
国

隅
々
ま
で
浸
透
し
た
の
は
、
結
果
と
し
て
よ

か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
う
一つ
の
原
因
は
、
高

騰
す
る
生
活
習
慣
病
や
循
環
器
疾
患
の
医
療

費
抑
制
政
策
と
し
て
、厚
生
労
働
省
が
こ
の
メ

タ
ボ
の
概
念
に
注
目
し
て
、40
歳
以
上
74
歳
ま

で
の
5500
万
人
を
対
象
と
し
た
、世
界
で
も
類
を

み
な
い
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
制
度

を
導
入
し
た
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う

な
経
過
か
ら
2006
年
の
流
行
語
大
賞
候
補
に
選

ば
れ
、
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
、
品
格
対
象
に
次
ぐ
次

点
の
３
番
目
に
選
ば
れ
た
も
の
で
し
た
。メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
こ
の
カ
タ
カ
ナ
の
名

前
の
病
気
と
、
ウ
エ
ス
ト
ば
か
り
目
立
っ
て
し

ま
って
、一方
で
は
そ
の
本
質
が
い
ま
だ
に
充
分

に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。心
筋

梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
血
管
の
病
気
は
、こ
れ

ま
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
最
も
大
き
な
原
因
と

の
発
症
に
大
き
く
関
連
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ

ン
は
運
動
や
ダ
イ
エッ
ト
で
内
臓
脂
肪
が
減
ら

す
と
、
合
成
が
亢
進
し
血
中
レ
ベ
ル
が
回
復
す

る
こ
と
も
実
証
さ
れ
て
お
り
、健
康
状
態
の
管

理
に
重
要
で
す
。

つ
ま
り
メ
タ
ボ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
内
臓
脂

肪
と
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
現
在
私
た
ち
の
住
友
病
院
で
は
も

ち
ろ
ん
、い
く
つ
か
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
内
臓
脂

肪
と
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
測
定
が
可
能
に

な
って
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
基
に
質
の
高
い

健
康
管
理
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

脂
肪
が
も
と
も
と
少
な
い
女
性
で
は
肥
満
関

連
の
病
気
が
少
な
く
、男
性
並
み
に
蓄
積
し
て

初
め
て
病
気
が
起
こ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
ま

た
こ
の
基
準
で
2008
年
か
ら
始
ま
っ
た
厚
生
労
働

省
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
、い
わ
ゆ
る

メ
タ
ボ
健
診
が
、
生
活
習
慣
病
発
症
予
防
に

も
、医
療
費
の
抑
制
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
異
論
も
ほ
ぼ
な

く
な
って
き
ま
し
た
。

さ
て
、
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
何
故
多

く
の
生
活
習
慣
病
が
起
こ
り
、ま
た
血
管
の
病

気
も
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
私
た
ち
阪
大
グ

ル
ー
プ
は
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
脂
肪
組
織
が
ど
の
よ
う
な
生
物
学
的

な
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
を
、
発
現
し
て
い
る

遺
伝
子
を
分
析
す
る
こ
と
で
調
べ
て
い
き
ま
し

た
。そ
の
結
果
、こ
れ
ま
で
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
備
蓄
す
る
だ
け
の
働
き
を
し
て
い
る
と
思

わ
れ
て
い
た
脂
肪
組
織
が
、
多
彩
な
ホ
ル
モ
ン

や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
全
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
生
理
活
性
物
質
を
作
って
、血
中
に
分
泌

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、一番
大
き

な
発
見
は
、
脂
肪
組
織
が
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン

と
私
た
ち
が
名
付
け
た
、
糖
尿
病
を
防
ぎ
血

管
病
や
癌
ま
で
防
ぎ
、
長
寿
に
も
関
係
す
る

善
玉
の
万
能
ホ
ル
モ
ン
を
大
量
分
泌
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。し
か
も
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
は
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
す
る
と
、

そ
の
合
成
が
減
り
、
血
中
の
濃
度
が
低
く
な
っ

て
し
ま
い
糖
尿
病
や
高
血
圧
に
な
り
や
す
く
、

ま
た
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
心
筋
梗
塞
な
ど
の

危
険
が
増
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
メ
タ
ボ

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
く
調
べ
る
と
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
中
性
脂
肪
が
高
い
、
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い
と
い
う
よ
う
な
身
近
な

生
活
習
慣
病
が
重
な
って
し
ま
って
い
る
人
に
、

動
脈
硬
化
を
発
症
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
の
で
す
。し
か
も
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
偶

然
重
な
って
い
る
の
で
は
な
く
、共
通
の
原
因
と

し
て
腹
腔
内
の
腸
の
周
り
に
つい
て
い
る
脂
肪
、

つ
ま
り
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
し
て
い
る

状
態
が
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。従
っ
て
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
す
る
と

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
の
生
活
習
慣
の
改

善
、
と
く
に
運
動
と
食
事
療
法
を
す
る
こ
と

で
、
複
数
の
病
気
を
一網
打
尽
に
改
善
さ
せ
る

と
と
も
に
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
危
険
を

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
が
発
症
す
る
内
臓
脂
肪
過
剰
蓄
積

の
基
準
が
男
女
と
も
に
お
腹
の
CT
ス
キ
ャ
ン
で

断
面
積
が
100
平
方
cm
以
上
で
す
。す
べ
て
の
人

が
CT
ス
キ
ャ
ン
の
検
査
を
す
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
の
で
、
内
臓
脂
肪
の
断
面
積
の
指
標
と

し
て
一
番
簡
易
で
正
確
な
指
標
と
し
て
ウ
エ
ス

ト
周
囲
径
が
選
ば
れ
、
CT
ス
キ
ャ
ン
で
内
臓
脂

肪
100
平
方
cm
に
相
当
す
る
ウ
エ
ス
ト
の
基
準
が

皮
下
脂
肪
の
少
な
い
男
性
で
は
85 
cm
、
皮
下

脂
肪
が
多
い
女
性
で
は
90 

cm
に
な
る
と
い
う
、

し
ご
く
当
た
り
前
の
理
由
で
基
準
値
が
決

ま
っ
た
の
で
す
。ウ
エ
ス
ト
と
い
う
誰
で
も
測
れ

る
身
近
な
指
標
で
あ
っ
た
た
め
、
体
格
の
小
さ

な
女
性
の
基
準
が
男
性
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ

と
に
違
和
感
を
持
っ
た
ド
ク
タ
ー
や
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
か
ら
当
時
は
異
論
が
出
ま
し
た
が
、
内
臓
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友
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10月18日生

国際動脈硬化学会理事長
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「フォークを持つ手をちょっと止めて！そのサラダのなかのキノコはあなたの (とても)遠い親戚かもしれませんよ」
こんな見出しで始まるタイム誌1993年4月16日号の記事は菌類は食物より人間に近い生物であると発表しました。
最近の進んだDNA解析の結果、マサチューセッツ州ウッズホールにある海洋生物学研究室のミッチェル・ソギン博士

が、サイエンス誌に菌類と動物の単細胞時代の祖先は約11億年前に植物になる系列から分かれたと推論。
キノコは無数といってよいほどたくさんの胞子を菌糸でつくり、胞子は風に乗り、あるいは雨水に流されて、あるとき

には動物の体にくっついたり、土の中に作られ外に姿をあらわさないもの、硬くて年々大きくなって胞子をつくり続ける
もの等、性質はキノコの種類やグループによって様々。新しい場所にたどり着き条件が良いと胞子はそこで発芽し、子
実体（キノコ）がつくられますので、土の中や朽ちた木の幹や植物内にいる子実体（キノコ）は一夜にして地面の中
からひょっこり出てくるように見えます。
1991年、アルプス山脈ティロル地方で石器時代（5000～5500年前）の人間の遺体が見つかりました。所持品のなかに

3つの破片が含まれ、それは樹木に棚状に生えるキノコの組織だった。その破片の一つは火口として使われていたと推測。
ヨーロッパでは昔は火を起こすためにサルノコシカケを使う伝統が残っているそうです。残り2つのキノコ組織の破片は、
どうも医術上の目的で使われたそうです。
世界各地に住むさまざまな、「原始的」といわれる民族は、キノコと植物を迷わず区別して、メキシコのミチョアカン州

の原住民は「キノコは植物ではなく、大地の花である」という考え方をしています。
ギリシア人はキノコのことを「神々の食物」と呼んだが、ギリシアの哲学者ポルフィリオスは好んで「神々の息子」と

呼んだ。その理由は、「種子がなくても生まれてくる」からです。ローマ人はいくつかのキノコに最高の評価を与え、
料理してもっと豪華な饗宴に共した。西洋タマゴ茸を最高の珍味とし「カエサルのキノコ」と今日まで呼ばれています。
近年は人工栽培物が多く一年中、手軽に食べられますが、天然物は秋に収穫され、秋の味覚として代表格。
キノコはヘルシーで料理の主役にも名脇役にもなる食材です。希少種のキノコ・白トリュフや黒トリュフや松茸などの

奥深い食材を使って、おもてなしの一皿を作りましょう！

期　間／ 1月 25日（月）～ 2月 20日（土）
料　金／ ￥19,440（サ・飲物は別）

mushroom 
champignon
fungo

英　名
仏　名
伊 名

／
／
／

 Dinner
藤原氏の生キクラゲ と 松葉蟹

リンゴドレッシングのマリネ キャビア添え

朝香氏の天白冬菇の香草焼 と 車海老詰め物

茸具たくさんポルチーニのクリームポタージュ黒トリュフ添え

　根菜野菜 の バーニャカウダ

厳選黒毛牝毛和牛ステーキ

新春の焼き飯

Dessert
苺のパリブレストとリンゴシャーベット

コーヒ OR 紅茶

新春 メニューくさびら

きのこ・茸・菌 真核生物

原核生物

菌 類 担子菌類 (きのこ）シイタケ、松茸など

子のう菌類

動物、昆虫

粘菌

双子葉、単子葉

大腸菌、納豆菌

（カビ、酵母、きのこ類）冬虫夏草など

動 物

アメーバ

植 物

バクテリア

きのこと動物は共通の祖先を持つグループ

くさびら

原
始
生
物

「イタリアとフランスのトリュ

フの違いは、天使と修道女の

違いである」

フランスでは豚を、イタリア

では犬を使ってトリュフを探

しだす。

北アフリカや中東の「砂漠

のトリュフ」は「テルフェズ」

で味は絶妙。

藤原正幸家伝来の掛け軸

「菌食論」を提唱。今関六也（1904年3月7日 〜1991年7月24日、日本の菌類学者）

菌食とは菜食、肉食に対応する言葉で、キノコとか菌類（カビ、キノコ、細菌類を利用した加工食品の味噌・

醤油・納豆・日本酒・ワイン等）もバランス良く食べる
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藤の樹で覆っての椎茸栽培を。

天皇賞を受賞。朝香精一郎氏
畑しめじや生キクラゲの食感は

一度食べると癖に。藤原正幸氏

シ
イ
タ
ケ
・
椎
茸
学
名
：L

e
n
t
i
n
u
l
a
 
e
d
o
d
e
s

ハ
ラ
タ
ケ
目
ー 

キ
シ
メ
ジ
科
に
分
類

「shiitake
」の
名
で
世
界
中
で
通
じ
る
日
本
を

代
表
す
る
世
界
の
三
大
栽
培
キ
ノ
コ
の
一
つ
で

す
。日
本
の
他
に
韓
国
、中
国
、台
湾
、東
南
ア
ジ

ア
、オ
セ
ア
ニ
ア
に
自
生
。

 

『
日
本
の
椎
茸
の
菌
の
大
本
は
奄
美
大
島
と
も

言
わ
れ
、江
戸
時
代
17
世
紀
に
栽
培
が
始
め
ら
れ
、

発
祥
の
地
は
九
州
の
豊
後
・
大
分
県
と
も
伊
豆
の

天
城
山
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、大
分

県
に
伝
わ
る
話
で
は
、炭
焼
き
の
源
兵
衛
が
鉈
で

切
り
こ
み
を
入
れ
た
ま
ま
放
置
し
た
木
に
椎
茸
が

発
生
し
た
こ
と
が
、そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。椎
茸
の
語
源
は
椎（
し
い
）の
枯
れ
木
に
付
く
、

キ
ノ
コ
と
い
う
意
味
か
ら
呼
ば
れ
る
説
。現
在
の

栽
培
で
は
、く
ぬ
ぎ
や
な
ら
の
木
が
使
わ
れ
、椎
の

木
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

椎
茸
は
干
す
事
に
よ
っ
て
、レ
ン
チ
オ
ニ
ン
と

グ
ア
ニ
ル
酸
が
増
え
て
、香
り
高
く
旨
み
が
増
し

ま
す
。茎
の
部
分
に
も
同
様
に
増
加
し
ま
す
。レ
ン

チ
オ
ニ
ン
は
、た
っ
た
100
万
分
の
1g
で
も
料
理
の

香
り
を
高
め
る
、強
い
香
り
成
分
で
す
。

グ
ア
ニ
ル
酸
は
、ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、干
し
椎

茸
に
は
、
生
椎
茸
の
10
倍
も
の
グ
ア
ニ
ル
酸
を
含

有
。
日
光
に
当
て
る
と
ビ
タ
ミ
ン
D
に
変
化
す
る

エ
ル
ゴ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
豊
富
に
含
み
ま
す
。

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
β-

グ
ル
カ
ン（
多
糖

類
）の
一
種
で
あ
る
レ
ン
チ
ナ
ン
に
は
、外
敵
か
ら

体
を
守
る
免
疫
力
の
指
標
と
な
る
リ
ン
パ
球
が
活

性
化
さ
れ
、、風
邪
等
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
病
気
に
対

す
る
抵
抗
力
が
つ
く
だ
け
で
な
く
、抗
腫
瘍
効
果

も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、抗
が
ん
剤
の
成
分
と
し

て
医
薬
品
業
界
で
も
注
目
中
。

◎二十年前から取引のある味わいのある大きな畑シメジの生産者／藤原さんにお会いしたく出かけました。近鉄松坂駅を下車して

42 号線を宮川添いに走る南紀特急バス ( 終点は熊野神社）で 1 時間南下すると、鮎の泳ぐ姿が見える澄んだ流れの川沿いの大内山川

上流の町、大紀町に着きました。藤原正幸さんは伊勢特産の伊勢どんこ作りの三代目です。畑しめじは 10月中頃の気候と湿度に保っ

ている部屋で、土の中で栽培されているように、バーク堆肥（木の皮を醗酵させたもの）で腐葉土の器で栽培されていました。珍し

い肉厚の生キクラゲにも出会いました。

　藤原椎茸栽培所　　三重県度会郡大紀町崎 289-9　☎ 0598-74-0327

◎新幹線・三島駅下車して箱根鉄道から 35 分の修繕寺駅下車。東海バスで 50 分走ると竹野原でした。5月の連休明け、藤の花が

咲いている藤棚の下で椎茸を栽培しているのを見てほしいとのご要望で訪問。日本で初めて天城山麓で 1741年椎茸栽培を手掛けた

石渡清助の名に因み名付けられた「清助どんこ」がありました。清々しい所で西伊豆の太陽と風と雨が日本一の椎茸を育てているの

が分かります。伊豆半島西岸の港町土肥は、江戸時代から高品質の椎茸が穫れる場所として知られていて、朝香家は大正時代から

椎茸作りにかかわり、昭和 54 年農林水産祭で天皇賞を受賞。現在でも品評会では数々の最高賞を受賞しており、椎茸作りの秘訣が

受け継がれています。朝香さんが言われるのに「この辺りは猿が出没しますが、この猿の大好物が椎茸の石突きです。猿が出た

あとに行ってみるとね、そこら中に椎茸の笠が捨ててあるんです。石突きの笠に近い部分だけを食べて残りは捨ててしまう。野生の

生き物は旨いところをよく知っていますよ」と。当店の干椎茸はこの朝香農園より、お取り寄せしています。      

  朝香農園　　静岡県田方群土肥町土肥 2113　☎ 0558-98-0358

『「美味しんぼ」コミック本に登場した椎茸料理店「きのこ茶屋」』と『テレビ番組「いきなり！黄金伝説」秘境メシ

第一位「きのこ茶屋」』につられて群馬県桐生市を訪問。そこで椎茸栽培法を発明した森喜作博士を知りました！

昭和初期、学生時代の森喜作は大分県の山村で悲痛な光景に遭遇しました。それは貧困にあえぐ老農夫が「なば（シイタケ）よ出て

くれ。おまえが出んば、おらが村から出ていかんばならんでな」と、借財して買った原木に手を合わせ、シイタケの胞子が自然付着す

るのを祈る姿でした。失敗すれば一家離散が待っています。以来、森喜作は「われ農夫の祈りに開眼す」とシイタケが確実にできる方

法を研究し、1942 年、ブナやナラの小木片にシイタケ菌を植えた「種駒」を原木に差し込んで栽培する、世界で初めてシイタケの人

工栽培を成功させました。又、ナメコ、シメジ、ヒラタケ、マッシュルームなどの人工栽培法を次々と開発し、日本の「キノコ生産量

を世界一」の座に押し上げる原動力となりました。「第 9回国際食用きのこ会議」を自らその議長となり、1974 年日本で開催。キノコ

のノーベル賞と言われる「森喜作賞」は、椎茸などキノコ類の普及、調査研究に功績のあった研究者を毎年表彰しています。

「森喜作賞第 31 回」水野雅史 神戸大大学院農学研究科教授が「レンチナンの医薬学的研究への寄与」が評価され受賞しました。

「キノコの慈父 /ドクター・モリ」

「シイタケに含まれる免疫賦活多糖であるレンチナンについて、
その定量法の確立、椎茸の栽培形態の違いや採取後の貯蔵、加工などによるレンチナン含量の変動を明らかにすると共に、

レンチナンを経口摂取した際、腸管細胞を介し免疫機能が活性化されることが明らかになりました」

朝香農園の天白冬茹

鰹

節
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ミ
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干
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椎
茸

の

グ
ア
ニ
ル
酸

そ
の
旨
味
の
三
大
成
分
が
重
な
る
と

旨
味
は
十
倍
以
上
に
ふ
く
ら
む
。
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お食事は演奏後からも可。特別コースの為、ご予約をお願い致します。

来
る
人
も　

来
る
人
も

福
の
神

ミ
キ
ハ
ウ
ス

木
村　

皓
一

温
厚
篤
実

八
木
歯
科
医
院

八
木　

清
三
郎

守
破
離

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク(
株)

長
榮　

周
作

天
の
時地

の
利人

の
和

ダ
イ
カ
ジ
ャ
パ
ン(

株)

田
上　

嘉
明

一
期
一
会

木
村
プ
ロ
グ
レ
ス
工
業(

株)

木
村　

隆
正

本
物
の
味　

美
味
し
か
っ
た
で
す

田
中
海
運(

株)田
中　

秀
昭

人
生
は
壮
大
な
暇
つ
ぶ
し

(

株)

き
よ
み
ビ
ル

堀
江　

佳
宏

昨
日
が
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
く
て
も

今
日
が
貴
い

生
協
建
設(

株)中
田　

有
紀

下
が
る
ほ
ど

人
は
見
上
げ
る
藤
の
花

な
つ
か
し
き
高
野
山
霊
園

真
言
寺　
　

大
石　

芳
正

得
意
澹
然
（
た
ん
ぜ
ん
）

失
意
泰
然

鈴
木　

貴
雄

U
F
C
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
！

格
闘
家　

ス
ト
ラ
ッ
サ
ー
起
一

ス
テ
ー
キ
の
老
舗
オ
ク
ソ
ン
さ
ん
と

お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
き
早
40
年
、

こ
だ
わ
り
の
珈
琲
を

奈
良
の
地
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

高
床
倉
庫
に
三
年
以
上
寝
か
せ

黄
色
く
な
っ
た
生
豆
を
熱
風
焙
煎
で

ま
ろ
や
か
に
、
美
味
し
く
仕
上
げ
た

珈
琲
の
香
り
と
味
で
至
福
の
一
時
を

パ
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー  

稲
葉　

重
長

期 　 間
料 　 金
お食事時間
演 奏 時 間

／
／
／
／

2月22日（月）～ 2月27日（土）
￥19,440（サ・飲物は別）
PM6:00 ～
PM8:00 ～ PM9:00

ソプラノ　岸 美香 (きし みか）

大阪音楽大学大学院オペラ研究室修了。

ミュージカル科教育助手として同大学に勤務。

オペラ、ドイツリート、フランス歌曲、日本

歌曲、ベートーベン・第九番交響曲などで

国内外で活躍。関西二期会、神戸フォーレ協

会、神戸音楽家協会会員。

バリトン　晴 雅彦（はれ まさひこ）

大阪音楽大学卒業。文化庁派遣芸術家在外研修員としてドイツ・

ベルリンに留学。ドイツ・ケムニッツ市立劇場「魔笛」パパゲー

ノでヨーロッパ・デビュー後、ドイツ・ザクセン州立劇場、ドイ

ツ・ラインスベルク音楽祭、スウェーデン・ヴァドステーナ音楽

祭に出演。国内でも東京・新国立劇場をはじめ全国の主要な劇場

で活躍。チョン・ミョンフン、ペーター・シュナイダー、ダン・

エッティンガー等著名な指揮者や、ロシア・レニングラード国立

歌劇場管弦楽団と共演等コンサートでも活躍。「名曲リサイタル」

「題名のない音楽会」等テレビにも出演。咲くやこの花賞、大阪

文化祭賞奨励賞、兵庫県芸術奨励賞受賞。

大阪音楽大学教授。

〒542-0086
大阪市中央区西心斎橋2-3-9
　　　　　　　　　 オクソンビル

発行者：山口　富久子
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ドン・キホーテ

ナンバ日興ビル

クロス
ホテル

三ッ寺

ビル

ホテル日航

三
鶴
航
空

御
堂
筋

心
斎
橋
筋

至ナンバ

至梅田

道
頓
堀
橋

西心斎橋で雑多に飲食店が並ぶ一角に突として近代建築がある。気品漂う店内は、特別なひとときの贅沢にふさわ
しい。建物から一つひとつの調度品、食器類など、丁寧に使われているからこそ語りかけてくる趣きは深い。サービ
スも演出も抜けはなく、始終飽くことなく楽しめる。高価ではあり、だれもが気軽に行けるお店ではないが、このよ
うな大阪で丁寧に商いをしてきたお店があること自体、地域の誇りとなるであろう。

主催：大阪市商店会総連盟
協賛：大阪商工会議所

　　日本空間デザイン協会

平成 27 年 12 月、スイスホテル南海大阪にて「大阪市あきないグランプリ優秀店舗」賞を受賞しました。
「食い倒れの街」や「天下の台所」として昔から名を馳せていた大阪でこのような賞を賜り、とても光栄です。地元
の方には勿論、全国各地、世界各国の人々から「とっておきのディナーを楽しめるレストラン」に選ばれるように、
さらに精進いたします。

編集後記

第 7回 大阪市あきないグランプリ　優秀賞（商品・サービス部門）　ステーキ ＆ ワイン オクソン
＜審査コメント＞

よしむらせいてつ作詞/中村茂隆作曲

・かい　・けっこん　・おかあさんのて　

・よめさん　・きょう　・たのしみ

岩切正一郎作詞/笠松泰洋作曲

・歌曲集「鳥のように」から　など

国内外で大活躍されている晴雅彦氏のとても美しく、

迫力がある素晴らしい歌声が心に響きます。　

〜 日本の歌をあなたに 〜

「ちょっとクラシック、かなりロマンチック ! 」
第 115回

NHK関西ラジオワイド”関西おもしろ音楽室”に

出演中。次回は 2月 4日 16 時 30 分より出演。

曲  目




